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「販売王」情報を地図表示する方法

A：販売王において得意先区分で都市を管理する方法
2020年5月末日現在

① 販売王の[導入]→[区分登録]を選択してください。

② 区分登録の区分種別で「得意先区分３」を選択してください。

③ 「F3新規」をクリックして、得意先区分３に「都市」を登録してください。

得意先区分１や２でもかまいませんが、
ここでは区分３を使います。

（例）
東京都品川区、神奈川県横浜市
※マップル側で住所として認識できる区分名
にしてください。
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④ 販売王の[台帳]→[得意先登録]を選択してください。

⑤ 得意先登録の「得意先区分３」で任意の都市を選択して登録します。

⑥ 販売王の[売上管理]→[売上集計表]を選択してください。

（その得意先の住所に該当する「都市」を、
得意先区分３へ選択入力します。
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⑦ 売上集計表の条件指定において、「集計単位１」を得意先区分３にして集計を開始してください。

⑧ 「都市」ごとの売上が集計できますので、それをExcel出力機能でCSVまたは、Excelファイルに出力します。

（得意先区分３別に集計します。

得意先区分３ごと＝都市ごとに集計され
ますので、この結果をExcel出力します。

「合計欄」は必要ありませんので、「削除」
してください。

©MAPPLE,inc 3



スーパーマップル・デジタル 販売王連携方法

B：販売王の情報をスーパーマップル・デジタルに取り込む
①スーパーマップル・デジタルを起動し、[取込]タブの「分布図」をクリックし、「参照」から「出力」したファイルを選択します。

② 管理項目を【開始行】で設定します。項目を【開始行】の「３」に設定すると、管理項目が整います。

③ 「売上」をグラフにしますので「数値型」であるか、確認します。
ポイント：数値型の項目がグラフにできる項目です。

•ヒント：もしグラフにしたい数字が「テキスト型」の場合は、
で数値型に変更してください。

④ 「コード」を「グラフタイトル」に設定、「売上」を「グラフ用数値」に設定し、「住所１、２」を「住所」に設定します。
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⑤ 画面の指示に従い、「OK」の「次へ」をクリックすると、図が表示されます。

⑥ 年商の大きさを円の大きさで表示します（表示する色は任意に変更可能です）。

【参考】
・「顧客のクラス(ABC)分け分布」や
「グラフを同時表示」する場合は,

の を参照して
ください。

注意事項
製品名及び社名などは、各社の商標または登録商標です。

★「棒グラフ」で表示する場合は、『スーパーマップル・デジタル』の[取込]タブから「棒グラフ」を選択してください。
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